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九
州
最
大
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
博

多
駅
は
、
平
成
23
年
３
月
の
九
州
新
幹
線

全
線
開
業
及
び
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
オ
ー
プ

ン
を
き
っ
か
け
に
、
周
辺
で
商
業
施
設
や

ホ
テ
ル
等
の
開
発
も
進
み
、
海
外
か
ら
の

お
客
さ
ま
の
増
加
を
背
景
に
九
州
・
ア
ジ

ア
の
玄
関
口
と
し
て
の
価
値
を
益
々
高
め

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
弊
社
で
は
、
今
年
３
月
に
九
州

新
幹
線
及
び
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
が
開
業
７

周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
契
機
に
、
全
国
に

先
駆
け
博
多
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
内
に
「
大

型
有
機
Ｅ
Ｌ
曲
面
型
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
以
下
、「
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

－

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｊ
！
」
と
い
う
）」
の
導
入
を
決
定
し
ま
し

た
。

　　

ま
ず
、み
な
さ
ん
も
既
に
ご
存
じ
か
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
よ
く
耳
に
す
る

｢

有
機
Ｅ
Ｌ｣

と
は
何
か
？ 

と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
有
機
Ｅ
Ｌ
と

は
、「
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン

ス
」（O

rganic Electro-Lum
inescence

）

の
略
で
、
特
定
の
有
機
化
合
物
に
電
圧
を

か
け
る
と
発
光
す
る 

“
現
象
”
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
現
象
を
利
用
し

た
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
は
、
液
晶
で

必
要
な
バ
ッ
ク
ラ
イ

ト
が
不
要
な
為
、
非

常
に
薄
く
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た

素
子
自
体
が
消
灯
す

る
こ
と
に
よ
り
、
光

漏
れ
の
な
い
完
全
な

「
黒
」
と
、
高
い
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る

美
し
い
映
像
を
表
示

出
来
ま
す
。

　
「
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

－

Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｊ
！
」

導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
国
内
最
大
サ
イ

ズ
と
な
る
55
イ
ン
チ

パ
ネ
ル
を
36
枚
使
っ

た
３
３
０
イ
ン
チ

（
縦
約
４
ｍ
×
横
約

７
ｍ
）
に
す
る
こ
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
の
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
博
多
駅
か
ら
始
動

国
内
最
大
・
初
稼
働
・
大
型
有
機
Ｅ
Ｌ
曲
面
型
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

「  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

Ｊ
Ｒ
九
州
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
株
式
会
社

交
通
広
告
本
部

木
村
　
太
一

博多駅大型有機ＥＬ曲面型デジタルサイネージ「FINE-VISION J!」
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月
に
完
了
）「
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

－

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｊ
！
」
と
64
面
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
セ
ッ
ト
商

品
「
博
多
駅
ジ
ャ
ッ
ク
広
告
（
１
社
独
占
・

７
日
間
・
６
０
０
万
円
）」の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
27
日
の
導
入
決
定
プ

レ
ス
発
表
並
び
に
、
３
月
１
日
の
博
多
駅

で
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
放
映
開
始

の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
た
こ
と
が
、
多

数
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
ニ
ュ
ー

ス
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
12
月
の

販
売
開
始
か
ら
３
月
ま
で
の
約
４
か
月
で
、

平
成
30
年
度
販
売
枠
の
約
８
割
が
埋
ま
る

申
し
込
み
が
あ
り
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
こ
の
「
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

－

Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
Ｎ 
Ｊ
！
」
が
、
多
く
の
お
客
さ
ま
に

を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ

効
果
や
臨
場
感
を
高
め
、
映
像
の
世
界
に

包
み
こ
む
効
果
を
狙
い
、
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ

ル
の
特
徴
で
あ
る
薄
さ
と
軽
さ
を
活
か
し

た
曲
面
構
造
と
し
ま
し
た
。「
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

－

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 
Ｊ
！
」
導
入
に
向
け
て
は

工
期
や
安
全
性
、品
質
等
の
諸
問
題
が
度
々

発
生
し
ま
し
た
が
、
大
日
本
印
刷
及
び
Ｌ

Ｇ
グ
ル
ー
プ
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
４

月
２
日
の
稼
動
に
向
け
３
社
が
一
丸
と
な

り
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
コ
ン
コ
ー
ス
の
柱
に
設
置
し

て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
52
面
の
改

良
・
新
設
も
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
60
イ

ン
チ
（
２
Ｋ
）
52
面
か
ら
、70
イ
ン
チ
（
４

Ｋ
）
64
面
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
（
昨
年
12

驚
き
と
感
動
を
与
え
、
広
告
効

果
の
高
い
交
通
媒
体
と
し
て
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
様
に
支
持
さ
れ
る

よ
う
、
運
営
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

29年度までの博多駅吹き抜けゾーン

30年度新しくなった博多駅吹き抜けゾーン

　　　　　　　　名称の由来

　品質が優れているという意味の「ＦＩＮＥ」に喜び・
歓喜という意味の「ＪＯＹ」、巨大という意味の「ＪＵ
ＭＢＯ」、弊社名「ＪＲ九州エージェンシー」の頭文字
の「Ｊ」を組み合わせて、「ＦＩＮＥ - ＶＩＳＩＯＮ Ｊ！」
と名づけました。

■ 　　　　　　　　概要
・ディスプレイサイズ：330インチ（縦約4ｍ×横約7ｍ）
　※55インチ×36面（縦6面×横6面）
・放映時間：7：00～23：00（16時間）
・その他：4K素材対応、音声出力可能
・開発メーカー：大日本印刷・ＬＧグループ

3月1日デモ放映開始セレモニーの様子

■ 博多駅コンコース平面図
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「瀬戸大橋３０年」
理事　田中　善一郎（㈱ジェイアール四国企画）

　

本
稿
の
お
話
を
い
た
だ
き
愚
考
し
ま
し
た
が
、
先

輩
諸
氏
に
ご
紹
介
で
き
る
話
も
思
い
つ
か
ず
、
ち
ょ

う
ど
今
月
30
周
年
を
迎
え
る
瀬
戸
大
橋
に
つ
い
て
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昭
和
63
年
４
月
10
日
瀬
戸
大
橋
開
通
。
上
層
に
高

速
道
路
、
下
層
に
在
来
線
鉄
道
が
通
る
構
造
で
、
３

つ
の
吊
り
橋
、
２
つ
の
斜
長
橋
、
１
つ
の
ト
ラ
ス
橋

か
ら
な
る
総
称
を
瀬
戸
大
橋
と
い
い
ま
す
。

〈
一
本
列
島
〉

　

Ｊ
Ｒ
各
社
発
足
よ
り
１
年
、
前
月
の
津
軽
海
峡

線
（
青
函
ト
ン
ネ
ル
）
に
続
い
て
本
四
備
讃
線
（
瀬

戸
大
橋
）
が
開
業
し
、
日
本
列
島
の
４
つ
の
島
が
レ

ー
ル
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
コ
ピ
ー
は
『
一
本
列
島
』、

ま
さ
に
日
本
全
体
が
上
り
坂
に
向
か
っ
て
い
る
時
代

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
Ｊ
Ｒ
四
国
で
は

ド
ッ
キ
ン
グ
に
か
け
て
『
ど
っ
き
ん
四
国
』、
富
田

靖
子
の
初
々
し
さ
が
好
評
で
し
た
。

〈
あ
の
頃
の
僕
は
〉

　

４
月
５
日
、
母
校
・
宇
和
島
東
高
校
が
セ
ン
バ
ツ

で
初
優
勝
し
ま
し
た
。
あ
と
４
日
間
雨
で
流
れ
た
ら

瀬
戸
大
橋
開
通
日
に
凱
旋
で
き
た
の
に
と
残
念
が
っ

た
も
の
で
す
。
当
時
両
岸
で
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
私
は
四
国
側
で
Ｊ
Ｒ
四
国
館
に
携
わ
っ
て
お

り
ま
し
た
。
応
援
に
行
く
こ
と
も
適
わ
ず
、
昼
は
開

通
を
控
え
た
準
備
に
奔
走
し
、
夜
は
乱
雑
な
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
で
ニ
ュ
ー
ス
に
か
じ
り
つ
い
た
も
の
で
す
。

当
然
、
新
聞
は
駅
で
手
に
入
れ
ら
れ
る
全
紙
を
買
い

込
み
ま
し
た
。

〈
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
〉

　

英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
は
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
技
術
が

活
か
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
瀬
戸
大
橋
も
デ
ン
マ
ー

ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
結
ぶ
オ
ー
レ
ス
ン
・
リ
ン
ク

と
姉
妹
橋
で
す
。
ち
な
み
に
オ
ー
レ
ス
ン
・
リ
ン
ク
、

鉄
道
道
路
併
用
橋
な
の
は
瀬
戸
大
橋
と
同
じ
で
す
が
、

海
峡
中
央
の
人
工
島
を
は
さ
ん
で
橋
と
ト
ン
ネ
ル
の

あ
る
構
造
は
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と
同
じ
で
す
。

　

私
事
で
す
が
、
30
年
前
の
新
婚
旅
行
が
北
欧
で
し

た
の
で
勝
手
に
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

〈
讃
岐
う
ど
ん
〉

　

瀬
戸
大
橋
開
通
前
、
宇
高
連
絡
船
に
は
う
ど
ん
店

が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
地
方
名
物
の
一
つ
に
過
ぎ

な
か
っ
た
讃
岐
う
ど
ん
、
乗
船
後
す
ぐ
に
後
部
甲
板

に
向
か
い
海
を
眺
め
て
立
っ
た
ま
ま
う
ど
ん
を
啜
る

四
国
人
の
姿
は
、
旅
人
に
は
ど
う
映
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

　

海
を
渡
っ
て
う
ど
ん
巡
り
、
何
度
か
ブ
ー
ム
は
あ

り
ま
し
た
が
平
成
21
年
３
月
の
い
わ
ゆ
る
千
円
高
速

か
ら
一
気
に
大
衆
化
、
う
ど
ん
店
周
辺
の
渋
滞
と
巡

り
人
の
行
列
は
日
常
風
景
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
マ
ナ
ー
の
ご
紹
介
。
巡
る
前
に
は
硬
貨
を

準
備
し
、
ス
マ
ホ
を
仕
舞
い
、
前
に
並
ぶ
人
の
所
作

に
倣
っ
て
下
さ
い
。
特
に
製
麺
所
タ
イ
プ
の
う
ど
ん

店
で
は
、
店
主
と
客
の
掛
け
合
い
が
醸
し
出
す
距
離

感
と
リ
ズ
ム
が
醍
醐
味
で
す
。

〈
四
国
新
幹
線
〉

　

瀬
戸
大
橋
は
新
幹
線
と
在
来
線
が
通
る
前
提
で
造

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
あ
次
の
新
幹
線
は
四
国
の
番
だ
、

と
の
掛
け
声
が
膨
ら
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

母
校
が
〇
〇
年
振
り
２
回
目
の
優
勝
を
果
た
す
と

き
、
新
幹
線
か
ら
瀬
戸
内
海
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
凱

旋
す
る
姿
を
夢
想
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
広
場
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

瀬戸大橋
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２
０
１
７
年
の
総
広
告
費
は
、
持
続
す

る
緩
や
か
な
景
気
拡
大
に
伴
い
、
通
年
で

前
年
比
１
０
１
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

世
界
経
済
の
回
復
と
企
業
収
益
の
拡
大
、

雇
用
環
境
の
改
善
や
円
安
株
高
な
ど
景
気

を
後
押
し
す
る
状
況
が
整
う
中
、
特
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
費
の
好
調
が
全
体
を

押
し
上
げ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
市
場

全
体
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

が
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
特
性
を
生
か

し
た
統
合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

媒
体
別
広
告
費
の
概
要

　

媒
体
別
に
み
る
と
、「
新
聞
広
告
費
」（
前

年
比
94
・
８
％
）、「
雑
誌
広
告
費
」（
同

91
・
０
％
）、「
ラ
ジ
オ
広
告
費
」（
同
１
０

０
・
４
％
）、「
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
広
告
費
」

（
同
99
・
１
％
、
地
上
波
テ
レ
ビ
と
衛
星
メ

デ
ィ
ア
関
連
）
を
合
計
し
た
「
マ
ス
コ
ミ

四
媒
体
広
告
費
」
は
、
同
97
・
７
％
と
な

り
ま
し
た
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
費
」

（
同
１
１
５
・
２
％
）
は
、
特
に
モ
バ
イ
ル

で
の
運
用
型
広
告
、
動
画
広
告
が
伸
長
し
、

広
告
費
全
体
を
押
し
上
げ
ま
し
た
。「
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
広
告
費
」（
同
98
・

５
％
）
は
、
屋
外
広
告
／
Ｐ
Ｏ
Ｐ
／
展
示
・

映
像
ほ
か
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
電
通
は
、
日
本
の
総
広
告
費

と
、
媒
体
別
・
業
種
別
広
告
費
を
推
定
し

た
「
２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
日
本
の

広
告
費
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
内
で
１
年
間
（
１
～
12
月
）
に
使
わ
れ

た
広
告
費
を
、
マ
ス
四
媒
体
に
加
え
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
広
告
媒
体
費
と
広
告
制
作
費
に
つ
い

て
、
媒
体
社
や
制
作
会
社
の
ご
協
力
を
得

て
推
定
し
た
も
の
で
す
。
２
０
１
７
年
の

日
本
の
広
告
費
に
関
し
ま
し
て
、
以
下
ポ

イ
ン
ト
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
２
０
１
７
年 

日
本
の
広
告
費
」
は

６
兆
３
９
０
７
億
円
、

前
年
比
１
０
１
・
６
％　

・
総
広
告
費
は
６
年
連
続
で
プ
ラ
ス

成
長

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
費
は
、

　

４
年
連
続
二
桁
成
長

　

２
０
１
７
年
（
１
～
12
月
）
の
日
本
の

総
広
告
費
は
６
兆
３
９
０
７
億
円
、
前
年

比
１
０
１
・
６
％
で
、
戦
後
２
番
目
の
長

さ
の
景
気
拡
大
期
に
伴
っ
て
増
加
し
、
６

年
連
続
で
前
年
実
績
を
上
回
り
ま
し
た
。

２
０
１
７
年

日
本
の
広
告
費

株
式
会
社
電
通

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
局

業
務
推
進
室 

菊
池
　
晴
彦

媒体別構成比グラフ（2014 年～ 2017 年）

媒体別広告費（2013 年～ 2017 年） 2017 年の（　）は広告費（億円）

（注）2014年より、テレビメディア広告費は「地上波テレビ＋衛星メディア関連」とし、2012年に遡及して集計した。
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業
種
別
広
告
費

（
21
業
種
、
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体
の
み
）

　

業
種
別
（
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体
、
た
だ
し

衛
星
メ
デ
ィ
ア
関
連
は
除
く
）
で
は
、
全

21
業
種
中
６
業
種
で
増
加
し
ま
し
た
。
主

な
増
加
業
種
は
、「
不
動
産
・
住
宅
設
備
」

（
前
年
比
１
０
８
・
９
％
、
一
般
住
宅
）、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
・
機
械
」（
同
１
０
８
・

０
％
、
ガ
ス
自
由
化
関
連
）、「
情
報
・
通

信
」（
同
１
０
１
・
７
％
、
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）、「
自
動
車
・

関
連
品
」（
同
１
０
１
・
５
％
、
２
Ｂ
Ｏ

Ｘ
、
軽
自
動
車
、
Ｓ
Ｕ
Ｖ
）
な
ど
。
主
な

減
少
業
種
は
、「
家
電
・
Ａ
Ｖ
機
器
」（
同

88
・
６
％
、
電
気
掃
除
機
、
電
気
理
容
・

美
容
器
具
）、「
精
密
機
器
・
事
務
用
品
」

（
同
88
・
８
％
、
腕
時
計
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
）、「
流
通
・
小
売
業
」（
同
90
・
３
％
、

総
合
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
）、「
官
公
庁
・
団
体
」（
同
91
・
９
％
、

広
告
団
体
、
外
国
官
公
庁
）、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」（
同
92
・
０
％
、
カ

ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア
）
な
ど
。

日
本
の
経
済
成
長
と
日
本
の
広
告
費

　

２
０
１
７
年
の
名
目
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
対
前
年
伸
び
率
は
１
・
４
％
で
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
総
広
告
費
の
比
率
は
１
・

17
％
（
前
年
同
）
で
し
た
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
広
告
費

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
広
告
費
全

体
は
、
２
兆
８
７
５
億
円
（
前
年
比
98
・

５
％
）
と
減
少
し
ま
し
た
。
交
通
広
告
は
、

２
０
０
２
億
円
（
同
１
０
０
・
０
％
）。
交

通
広
告
全
体
と
し
て
は
、
車
内
・
駅
構
内

の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
が
活
発
化
し
ま

し
た
。
特
に
、
関
東
エ
リ
ア
以
外
（
中
部
、

関
西
エ
リ
ア
）
で
の
駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
の
新
規
設
置
が
大
幅
に
進
み
ま
し

た
。
車
内
・
駅
構
内
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
売
上
も
増
加
し
ま
し
た
が
、紙
媒
体
（
中

づ
り
、
ま
ど
上
、
ド
ア
横
、
駅
ば
り
）
は

前
年
に
続
き
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　

空
港
に
関
し
て
は
、
外
国
人
観
光
客
の

増
加
に
伴
い
広
告
需
要
が
伸
長
。
大
幅
な

新
規
媒
体
の
設
置
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全

体
的
に
媒
体
の
稼
働
率
が
上
が
っ
た
こ
と

で
、
売
上
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

業
種
別
で
は
、
前
年
に
続
き
出
版
の
減

少
が
続
い
て
お
り
、
飲
料
・
酒
類
の
出
稿

も
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、
不
動
産
、
エ

ス
テ
系
、
ゲ
ー
ム
関
連
、
人
材
系
の
出
稿

は
増
加
し
ま
し
た
。
新
型
車
両
導
入
数
増

加
に
伴
い
、ま
ど
上
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
が
正
式
に
媒
体
と
し
て
販
売
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
デ
ジ
タ
ル
Ｏ

Ｏ
Ｈ
（
※
）」
を
利
用
し
た
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

展
開
や
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
車
両

と
駅
媒
体
を
組
み
合
わ
せ
た
販
売
が
進
ん

で
い
ま
す
。
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
福
岡
・

名
古
屋
・
東
京
な
ど
で
好
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
設
置
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
稼
働
率
が

上
が
り
ま
し
た
。

※
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
デ
ジ
タ
ル
Ｏ
Ｏ
Ｈ
と

は
、
天
気
・
気
温
・
時
間
・
位
置
情
報
な

ど
の
外
部
デ
ー
タ
と
の
動
的
・
即
時
的
な

連
携
に
よ
り
、
そ
の
瞬
間
、
そ
の
場
所
、

そ
の
人
に
最
適
な
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
を
配

信
す
る
手
法
の
こ
と
。

* 衛星メディア関連は除く2015 年～ 2017 年 業種別広告費（マスコミ四媒体広告費）

2017 年 マスコミ四媒体広告費（衛星メディア関連も含む）の四半期別伸び率 （前年比、前年同期比、％）
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２
０
１
８
年
３
月
８
日（
木
）
15
時
か
ら

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
10
Ｆ
大
会
議

室
に
お
い
て
24
名
の
理
事
が
出
席
し
開
催

し
た
。

　

冒
頭
、
今
木
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

引
き
続
き
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

審
議
内
容
は
以
下
の
通
り
。

第
１
号
議
案

２
０
１
８
年
度 

事
業
計
画（
案
）

　

加
藤
専
務
理
事
か
ら
以
下
の
よ
う
に
説

明
が
あ
り
、
定
款
第
35
条
の
規
定
に
よ
り
、

本
議
案
は
説
明
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

冬
季
五
輪
平
昌
（
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
）
大

会
で
の
日
本
勢
の
活
躍
と
い
う
明
る
い
話

題
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
一

方
で
は
、
気
候
変
動
が
原
因
と
見
ら
れ
る

台
風
、
豪
雨
、
大
雪
な
ど
、
自
然
災
害
の

激
甚
化
に
よ
る
大
き
な
被
害
も
目
立
ち
ま

し
た
。
我
が
国
経
済
は
、
欧
米
を
始
め
と

す
る
“
世
界
同
時
好
景
気
”
の
影
響
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
企
業

業
績
の
回
復
が
進
み
ま
し
た
が
、
本
格
的

な
景
気
回
復
の
た
め
に
は
個
人
消
費
拡
大

に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
が
カ
ギ
、
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
的

景
気
拡
大
持
続
性
の
不
透
明
感
や
地
政
学

リ
ス
ク
か
ら
、
今
後
も
景
気
が
安
定
的
に

回
復
す
る
か
ど
う
か
は
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
。

　

広
告
業
界
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広

告
が
大
き
く
伸
長
し
、
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体

が
減
少
す
る
中
、
交
通
広
告
は
、
ほ
ぼ
前

年
度
並
み
と
い
う
状
況
で
踏
み
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
は
広
告

宣
伝
費
の
支
出
に
対
し
て
よ
り
厳
し
い
目

で
広
告
効
果
が
高
く
、
効
率
の
良
い
展
開

を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ロ
シ
ア
大
会
、
２

０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日

本
大
会
を
経
て
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

向
け
た
様
々
な
動
き
を
好
機
と
し
て
、
話

題
を
提
起
し
や
す
い
と
い
う
鉄
道
広
告
の

特
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
存
在
感
を
高

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
型
車
両
導
入

に
よ
る
車
内
ビ
ジ
ョ
ン
の
増
加
、
駅
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
拡
大
な
ど
、
を
始
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
価
値
向
上
、
創
意
工
夫

に
つ
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
協
会
と
し
て
は
、
鉄
道
広
告
の
持
つ
公

益
性
に
一
層
の
配
慮
を
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
急
速
な
発
展
に
対
応
し
、
鉄

道
広
告
の
付
加
価
値
を
よ
り
高
め
る
な

ど
、
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
の
向
上
を
目
指

し
、
会
員
各
社
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

て
、
最
大
限
の
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
以
下

の
と
お
り
で
す
が
、
主
な
公
益
事
業
と
し

て
、
環
境
や
美
観
風
致
と
い
う
観
点
か
ら

第
12
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

倫
理
と
い
う
観
点
か
ら
第
８
回
鉄
道
利
用

マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
安
全
促
進

２
０
１
７
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

本
日
は
年
度
末
に
向
か
っ
て
の
お
忙

し
い
時
期
に
ご
出
席
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
平
素
は

当
協
会
の
運
営
或
い
は
活
動
に
際
し
ま

し
て
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
先
日
、
電

通
よ
り
２
０
１
７
年
日
本
の
広
告
費
の

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、

総
広
告
費
は
６
兆
３
９
０
７
億
円
、
対

前
年
１
０
１
・
６
％
、
６
年
連
続
の
プ
ラ

ス
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
媒
体
別
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
が
４
年
連
続
の

２
ケ
タ
成
長
で
、
全
体
の
シ
ェ
ア
も
23
・

６
％
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

我
々
の
事
業
基
盤
で
あ
る
交
通
広
告

に
つ
い
て
は
２
０
０
２
億
円
、
対
前
年

今
木
会
長
挨
拶

１
０
０
％
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
中
に

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
り
増
加
す
る
空
港

の
広
告
費
も
入
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
鉄

道
広
告
と
し
て
は
若
干
の
減
少
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
コ
メ
ン
ト
で

は
「
車
内
や
駅
構
内
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
は
増
加
し
た
も
の
の
、
中
づ
り
、
ま
ど
上
、

駅
貼
り
と
い
う
い
わ
ゆ
る
紙
媒
体
が
前
年

に
引
き
続
き
減
少
し
た
」
と
あ
り
ま
し
た

が
、
我
々
は
、
こ
の
現
実
を
厳
粛
に
受
け

止
め
て
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
時
代
で
す
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
鉄
道
広

告
費
に
お
い
て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
て
い
る
紙
媒
体
の
減
少
に
ブ
レ
ー
キ

な
り
歯
止
め
を
掛
け
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
関
係
者
全
体
の
知
恵
を
絞
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
当
協
会
と
し
て

も
様
々
な
観
点
か
ら
取
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
エ

キ
エ
コ
。」
を
は
じ
め
、
公
益
事
業
に

も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
本
日
は
２
０
１
８
年
度
の

事
業
計
画
、
予
算
を
ご
審
議
・
ご
承
認

い
た
だ
く
の
が
メ
イ
ン
の
テ
ー
マ
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

挨拶する今木会長
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の
た
め
に
「
絵
で
見
る
安
全
作
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
改
訂
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
事

業
と
し
て
、
鉄
道
広
告
の
技
術
開
発
と
い

う
観
点
か
ら
、
交
通
広
告
に
応
用
可
能
な

先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
情
報
の
収
集
と
共
有
化
、

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
観
点
か
ら
、

交
通
広
告
共
通
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム
の
充

実
、調
査
研
究
の
観
点
か
ら
、ｅ-

販
促
デ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
の
改
良
と
普
及
に
、
そ
れ
ぞ

れ
主
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
事
業
計
画

１
．
各
委
員
会
の
主
な
活
動
目
標

⑴
総
務
・
財
務
委
員
会

・
新
規
会
員
へ
の
入
会
慫
慂

・
支
部
活
動
活
性
化
支
援

・
年
次
報
告
書
の
作
成

・
他
広
告
団
体
と
の
交
流

⑵
倫
理
委
員
会

・
倫
理
綱
領
、
掲
出
基
準
に
基
づ
く
広
告

審
査
実
態
の
継
続
的
把
握

・
鉄
道
広
告
倫
理
綱
領
及
び
掲
出
基
準
の

適
用
に
関
す
る
教
育
研
修
の
実
施

・
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

継
続
実
施

・
広
告
倫
理
に
関
す
る
事
例
研
究
の
実
施

・
日
本
広
告
審
査
機
構
、
日
本
雑
誌
協
会

等
と
の
意
見
交
換

⑶
美
観
風
致
委
員
会

・
環
境
委
員
会
と
の
共
同
に
よ
る
第
12
回

地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

・
美
観
事
例
の
収
集
と
紹
介

・
美
観
風
致
に
関
す
る
教
育
研
修

⑷
環
境
委
員
会　

・
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
状
況
の
実
態

把
握

・「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境
方
針
」
配
布
後
の
状

況
把
握

・
美
観
風
致
委
員
会
と
の
共
同
に
よ
る
第

12
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施

⑸
安
全
委
員
会

・
安
全
管
理
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進

・
安
全
作
業
に
関
す
る
教
育
研
修
の
実
施

・「
絵
で
見
る
安
全
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
改
訂

⑹
標
準
化
委
員
会

・
２
０
１
８
年
度
版
「
全
国
鉄
道
広
告
料

金
表
」
の
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
収
録
、

公
開

・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
関
す
る
標
準

化
の
検
討

⑺
人
材
育
成
委
員
会

・「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
２
０
１
７
」

増
刷
版
の
発
行

・
鉄
道
広
告
実
務
研
修
の
実
施

・
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

⑻
技
術
開
発
委
員
会　

・
タ
イ
ム
リ
ー
情
報
の
活
用
等
に
よ
る
、

交
通
広
告
で
提
供
す
る
情
報
や
コ
ン
テ
ン

ツ
の
品
質
向
上
に
寄
与
す
る
取
り
組
み
の

紹
介

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
交
通
広
告
の
効
果

的
な
連
携
事
例
の
収
集
と
水
平
展
開

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
結
び
つ
け
る
た

め
の
、
多
様
な
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
配

信
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
へ
の
対
応
を
検
討
す
る

た
め
の
情
報
収
集

⑼
調
査
研
究
委
員
会

・
効
率
的
な
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

関
す
る
研
究
の
促
進

・
ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
改
良
と
普
及

・
媒
体
活
用
事
例
の
調
査
と
紹
介

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
演
会
の
開
催

⑽
業
務
近
代
化
委
員
会

・
業
務
近
代
化
に
関
す
る
課
題
の
提
言

・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
導
入
に
よ
る
近

代
化
目
標
の
検
討

⑾
Ｐ
Ｒ
委
員
会　

・「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
の
編
集
・

発
行
の
継
続
と
、
掲
載
内
容
の
充
実

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
、
情
報
発

信
の
強
化

・
鉄
道
広
告
枠
を
活
用
し
た
、
各
種
啓
蒙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
伴
う
特
設
サ
イ

ト
の
開
設

・
関
係
す
る
外
部
機
関
と
の
連
携
強
化

⑿
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委
員
会

・
標
準
化
委
員
会
、
調
査
研
究
委
員
会
、

業
務
近
代
化
委
員
会
と
連
携
し
て
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
拡
充
・
デ
ー
タ
整
備

・
関
東
交
通
広
告
協
議
会
、
日
本
広
告
業

協
会
と
連
携
し
て
調
査
実
施
、
デ
ー
タ
整
備

・
交
通
広
告
共
通
指
標
策
定
シ
ス
テ
ム
稼

働
と
運
用
及
び
シ
ス
テ
ム
利
用
会
員
の
拡
大

２
．
各
支
部
の
主
な
活
動
目
標

⑴
北
海
道
支
部

・
支
部
幹
事
会
の
開
催
：
４
月
24
日（
火
）

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：

　

４
月
24
日（
火
）（
全
日
空
ホ
テ
ル
）

・
媒
体
連
絡
会
の
開
催
：
不
定
期

・
媒
体
視
察
研
修
会
の
開
催
：

　

２
０
１
８
年
秋
季

・
実
務
研
修
会
（
講
演
会
）
の
開
催
：

　

２
０
１
９
年
冬
季

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

・
第
12
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施

・
第
８
回
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施

⑵
東
北
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
12
月
中
旬

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
：
12
月
中
旬

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

・
第
12
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施

・
第
８
回
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
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ペ
ー
ン
の
実
施

　
　
　

⑶
首
都
圏
支
部

・
鉄
道
広
告
実
務
研
修
の
実
施
：

　

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬

・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
７
月
、
11
月
、

　

２
０
１
９
年
３
月
の
３
回

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
７
月
９

日（
月
） 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

・
地
域
間
交
流
の
促
進

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

・
第
12
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施

・
第
８
回
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施

⑷
中
部
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
７
月
予
定

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
７
月
予
定

・
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
・
調
査
研
究
事
業
の

実
施

・
第
12
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施

・
第
８
回
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施

⑸
近
畿･

中
国･

北
陸
支
部

・
幹
事
会
の
開
催
：
７
月
、
２
０
１
９
年

３
月
予
定

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
７
月
予
定

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
７
月
予
定

・
交
通
広
告
実
務
研
修
会
：
９
月
予
定

・
第
12
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

３
．
今
後
の
協
会
行
事
計
画

・
定
期
総
会　

６
月
26
日（
火
）
14
時
00
分　

ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン（
池
袋
）　

桜
の
間

セ
ミ
ナ
ー　

16
時
00
分　

富
士
の
間
Ａ
Ｂ

講
師
：
未
定

懇
親
会　

17
時
30
分　

富
士
の
間
Ｃ
Ｄ　

会
費
：
１
万
円
／
人

・
理
事
会　

第
１
回
５
月
30
日（
水
）　

13
時
30
分
～

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

会
議
室

第
２
回
12
月
（
詳
細
未
定
）

第
３
回
２
０
１
９
年
３
月
（
詳
細
未
定
）

・
広
告
界
合
同
年
賀
会　

２
０
１
９
年
１
月
８
日（
火
）　

15
時
30
分

～
17
時
00
分　

帝
国
ホ
テ
ル　

孔
雀
の
間

第
２
号
議
案

２
０
１
７
年
度 

決
算（
見
込
）
及
び

２
０
１
８
年
度 

予
算（
案
）

　

加
藤
専
務
理
事
か
ら
、
議
案
書
の
数
字

は
あ
く
ま
で
も
見
込
み
で
あ
り
、
正
確
な

数
字
は
ま
た
改
め
て
２
０
１
８
年
度
の
第

１
回
理
事
会
（
５
月
開
催
予
定
）
及
び
、

定
期
総
会
に
て
報
告
す
る
旨
説
明
が
あ
っ

た
。
な
お
、「
２
０
１
８
年
度
事
業
計
画
」

及
び
「
２
０
１
８
年
度
予
算
」
を
、
３
月

末
日
ま
で
に
内
閣
府
に
提
出
す
る
と
今
木

会
長
よ
り
補
足
が
あ
り
、
定
款
第
35
号
の

規
定
に
よ
り
本
議
案
は
説
明
通
り
承
認
さ

れ
た
。

第
３
号
議
案

副
委
員
長
の
委
嘱

　

人
事
異
動
等
の
事
由
に
よ
り
、
定
款
施

行
規
則
第
13
条
２
項
に
基
づ
き
、
２
０
１

８
年
３
月
８
日
付
で
副
委
員
長
の
委
嘱
を

行
な
い
た
い
と
加
藤
専
務
理
事
よ
り
説
明

が
あ
り
、
定
款
第
35
号
の
規
定
に
よ
り
本

議
案
は
説
明
通
り
承
認
さ
れ
た
。

○
調
査
研
究
委
員
会　

副
委
員
長

（
新
任
）
後
藤 

真
哉

　
　

 　

 

㈱
小
田
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

（
退
任
）
有
坂 

康
雄

（
敬
称
略
）

第
４
号
議
案

会
費
規
則
の
改
定

　

加
藤
専
務
理
事
よ
り
、
報
告
事
項
①
内

閣
府
立
入
検
査
の
内
容
を
含
め
た
説
明
が

あ
り
、
次
の
「
会
費
規
則
」
の
改
定
（
案
）

を
６
月
26
日
の
定
期
総
会
に
諮
り
た
い
と

説
明
が
あ
り
、
定
款
第
35
号
の
規
定
に
よ

り
本
議
案
は
説
明
通
り
承
認
さ
れ
た
。

ン
の
実
施

・
第
８
回
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施

・
業
界
諸
団
体
と
の
連
携
（
各
媒
体
社
広

告
会
・
Ｏ
Ａ
Ａ
Ａ
・
関
西
交
通
広
告
協
議

会
等
）

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

⑹
四
国
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
６
月

・
第
12
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施

・
視
察
研
修
会
の
開
催
：
10
月

・
支
部
会
員
交
流
会
の
開
催
：
２
０
１
９

年
２
月

・
第
８
回
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

⑺
九
州
支
部

・
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
：
８
月

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
８
月

・
支
部
運
営
会
議
の
開
催
：

　

７
月
、
２
０
１
９
年
３
月

・
西
鉄
交
通
広
告
会
、
福
岡
市
地
下
鉄
交

通
広
告
会
、
九
州
鉄
道
広
告
会
と
の
連
携

・
第
12
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施

・
第
８
回
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施

・
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
へ
の
掲
載
及
び

本
部
各
委
員
会
と
の
連
携
強
化

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂
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１
．
文
追
加

（
会
費
）

第
３
条

本
会
の
事
業
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年

３
月
31
日
ま
で
）
ご
と
の
年
会
費
の
額
は

次
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

⇒

文
追
加

本
会
の
事
業
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年

３
月
31
日
ま
で
）
ご
と
の
年
会
費
の
額
は

次
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

会
費
の
50
％
以
上
は
、
公
益
事
業
に
使
用

す
る
。　
　

２
．
文
変
更

（
団
体
に
か
か
る
入
会
金
及
び
会
費
）

第
７
条　

定
款
第
22
条
第
２
項
但
書
き
に

基
づ
き
本
会
が
承
認
し
た
団
体
に
つ
い
て

は
、
そ
の
承
認
毎
に
第
２
条
第
１
項
に
定

め
る
入
会
金
を
支
払
う
も
の
と
す
る
。

　

⇒

次
に
変
更

第
７
条　

定
款
第
６
条
に
基
づ
き
本
会
が

承
認
し
た
団
体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
承
認

毎
に
第
２
条
第
１
項
に
定
め
る
入
会
金
を

支
払
う
も
の
と
す
る
。

第
５
号
議
案

新
規
会
員
の
入
会
承
認

　

加
藤
専
務
理
事
よ
り
、
次
の
会
社
よ
り

入
会
希
望
が
あ
り
、
提
出
さ
れ
た
会
社
概

要
等
に
つ
い
て
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
問
題

が
な
い
た
め
、
２
０
１
８
年
３
月
８
日
付

で
入
会
を
承
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
と

説
明
が
あ
り
、
本
議
案
は
定
款
第
35
条
の

規
定
に
よ
り
、
説
明
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

賛
助
会
員

ラ
ク
ス
ル
㈱

代
表
者: 

松ま
つ

本も
と　

恭や
す

攝か
ね

所
在
地
：
東
京
都
品
川
区

（
参
考
）

２
０
１
８
年
３
月
８
日
時
点

正
会
員
社
２
９
７
社
、
賛
助
会
員
社
29
社

計
３
２
６
社

報
告
事
項
①

内
閣
府
立
入
検
査
報
告

　

内
閣
府
公
益
法
人
認
定
等
委
員
会
に
よ

る
立
入
検
査
に
つ
い
て
加
藤
専
務
理
事
よ

り
次
の
通
り
説
明
が
あ
っ
た
。

１
．
検
査
概
要

⑴
日
時　

２
０
１
７
年
12
月
22
日
（
金
）

⑵
検
査
場
所　

公
益
社
団
法
人
日
本
鉄
道

広
告
協
会

⑶
検
査
項
目

①
事
業
概
要

②
申
請
時
の
資
料
一
式

③
２
０
１
３
年
～
２
０
１
７
年
の
内
閣
府

提
出
書
類
（
事
業
報
告
、
事
業
計
画
等
）

④
定
款

⑤
そ
の
他
規
程
・
規
則

⑥
議
事
録

⑦
契
約
書

⑧
経
理
関
係
書
類
（
勘
定
元
帳
、
伝
票
、

通
帳
等
）

⑨
公
印
、
金
庫
の
保
管
状
況

２
．
検
査
内
容
・
結
果

⑴
賛
助
会
員
の
会
費

⇒

寄
付
金
的
な
性
格
が
あ
る
が
、
会
費

と
し
て
集
め
て
い
る
の
で
問
題
な
し
。

　

但
し
、
正
会
員
の
会
費
も
含
め
、
公

益
法
人
の
場
合
、
会
費
の
50
％
以
上

は
公
益
事
業
に
算
入
が
原
則
の
た
め
、

会
費
規
則
に
「
会
費
の
50
％
以
上
は
、

公
益
事
業
に
使
用
」
と
明
記
が
必
要
。

⑵
公
益
事
業
と
そ
の
他
事
業
の
区
別
。
記

載
の
無
い
事
業
は
変
更
（
認
定
）
が
必
要

⇒

事
業
内
容
が
設
立
時
と
大
幅
に
変

わ
っ
て
い
な
い
の
で
問
題
無
し
。
た

だ
し
、
新
た
な
事
業
を
起
す
場
合
は
、

事
前
に
内
閣
府
へ
相
談
、
連
絡
す
る

よ
う
に
指
導
さ
れ
た
。

⑶
社
員
の
議
決
権
の
加
重
が
無
い
こ
と
を

確
認

⇒

定
款
22
条
１
項
で
、
議
決
権
は
正
会

員
に
１
つ
し
か
与
え
て
い
な
い
こ
と

を
標
記
。
本
人
格
は
１
法
人
に
ひ
と

つ
な
の
で
問
題
無
し
。

⑷
支
出
の
確
認

⇒

民
間
助
成
金
、
会
議
費
、
委
託
費
、

諸
謝
金
、
支
払
負
担
金
の
内
容
確
認

後
、
問
題
無
し
。

⑸
役
員
の
職
務
に
つ
い
て
、
会
長
に
事
故

が
あ
っ
た
と
き
等
に
会
長
の
職
務
を
代
行

す
る
理
事
の
順
序
や
職
務
分
担
を
内
規
で

決
め
て
い
る
か
。

⇒

定
款
13
条
３
項
で
会
長
の
代
行
は
副

会
長
及
び
専
務
理
事
が
行
う
と
規
定
。

副
会
長
の
代
行
順
序
は
定
期
総
会
後

の
理
事
会
で
決
定
。

⑹
議
事
録
に
監
事
の
出
席
人
数
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
監
事
の
出
席
人

数
を
明
記

　
　３

．
指
摘
事
項
以
外
の
改
善
点

　

検
査
前
に
事
務
局
内
で
確
認
し
た
と
こ

ろ
以
下
の
点
に
つ
い
て
改
善
が
必
要
と
判
断

⑴
総
会
招
集
通
知
に
理
事
会
決
議
の
計
算

書
類
を
同
封
す
る
必
要
が
あ
り
、
第
一
回

理
事
会
の
時
期
を
５
月
末
に
修
正

変
更
に
伴
な
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

５
月
20
日
頃　

総
務
・
財
務
委
員
会

５
月
25
日
頃　

会
計
監
査
（
監
事
）

５
月
30
日
（
月
）　

２
０
１
８
年
度
第
１
回

理
事
会

理
事
会
終
了
後
、
決
議
さ
れ
た
計
算
書

類
を
定
期
総
会
案
内
に
同
封
し
て
送
付
。

６
月
26
日
（
火
） 

定
期
総
会

⑵
会
費
規
則
第
７
条
の
修
正
（
第
３
号
議

案
Ｐ
８
参
照
）

定
款
第
22
条
第
２
項
但
書
き ⇒

 

定
款
６
条
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報
告
事
項
②

　

技
術
開
発
委
員
会
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
、
加
藤
専
務
理
事
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

（
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
本
号
Ｐ
11
の｢

委

員
会
便
り｣
に
掲
載
）

　

引
き
続
き
、
今
木
会
長
が
山
本
技
術
開

発
委
員
長
に
意
見
を
求
め
、
以
下
の
発
言

が
あ
っ
た
。

山
本
章
義
委
員
長

　

来
年
度
の
方
針
（
Ｐ
７
参
照
）
に
つ
き

ま
し
て
は
、
前
２
つ
は
今
年
度
ま
で
を
踏

襲
、
３
つ
目
は
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
が

普
及
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
鉄
道
系
の

中
で
も
多
様
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
特
に
動

画
の
ビ
ッ
ト
レ
ー
ト
の
多
様
な
採
用
が
制

作
会
社
に
は
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。
ｗ
ｅ
ｂ
或
い
は
テ
レ

ビ
の
動
画
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
活
用
が
ひ

と
苦
労
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、そ
う
い
っ

た
実
態
を
調
べ
た
上
で
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
と
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
、
議
論

を
深
め
て
ベ
ー
ス
を
作
る
こ
と
を
活
動
方

針
に
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
開
催

し
た
情
報
交
換
会
で
は
、
ご
存
じ
の
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
電
通
の
神
内
一

郎
氏
が
中
心
と
な
り
、
諸
外
国
で
は
屋
外

広
告
の
価
値
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る

の
に
、
日
本
で
は
停
滞
し
て
い
る
と
い
う

理
由
の
１
つ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
孤
立
し

て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
問
題
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い
に
し

て
も
、
そ
の
問
題
を
諸
外
国
の
例
を
も
と

に
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
可
能
で
あ
る

か
、
鉄
道
の
広
告
媒
体
は
ど
の
よ
う
に
関

与
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
非
常
に

示
唆
に
富
ん
だ
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
ひ
と
つ
の
参
考
に
し
な
が
ら
、
来

年
度
の
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

報
告
事
項
③

｢

ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
」
稼
働
状
況

に
つ
い
て
、
加
藤
専
務
理
事
か
ら
次
の
通

り
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
栗
原
圭
一
調
査

研
究
委
員
長
か
ら
、
月
１
回
幹
事
会
、
２

か
月
に
１
回
編
集
会
議
を
開
い
て
デ
ー
タ

の
調
整
、
調
査
を
し
て
お
り
順
調
に
編
集

作
業
も
進
ん
で
い
ま
す
。と
発
言
が
あ
っ
た
。

１
．
ア
ク
セ
ス
状
況

２
．
シ
ス
テ
ム
の
改
修

　

会
員
各
社
に
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
操
作
説
明
会
に
お
い
て

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
及
び
シ
ス
テ

ム
管
理
者
を
中
心
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
、

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
を
基
に
、
毎

月
開
催
し
て
い
る
編
集
会
議
で
来
年
度
の

シ
ス
テ
ム
改
修
の
内
容
を
議
論
し
、
下
記

の
よ
う
な
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。

⑴
改
修
内
容

（
A
）「S

tation A
D

 P
lanner

」「Train 
AD

 Planner

」
共
通
項
目

①
デ
ー
タ
集
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
）

の
追
加
搭
載
候
補

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
（
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ン
キ
ン
グ
、
連
合
企
画
、
駅
施
設
情
報

の
サ
ン
プ
ル
）
搭
載

②
デ
ー
タ
ポ
リ
シ
ー
の
細
か
い
用
語
解
説

追
加

③
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
全
般
の
改
善

ひ
ら
が
な
検
索

Ｃ
Ｓ
Ｖ
フ
ァ
イ
ル
表
頭
で
の
「
施
設
区
分

名
表
示
」

（
B
）「Station AD

 Planner

」
項
目

①
施
設
デ
ー
タ
の
利
用
性
の
向
上

名
寄
せ
の
個
別
修
正
対
応
（
フ
ィ
ル
タ
の

精
度
向
上
）

（
C
）「Train AD

 Planner

」
項
目

①
路
線
図
の
全
国
化

中
国
地
区
の
路
線
図
を
追
加

⑵
改
修
時
期

２
０
１
８
年
４
月
２
日
（
月
）
使
用
開
始

予
定

⑶
改
修
費
用
（
見
込
）

約
70
万
円（
ｅ-

販
促
会
員
の
会
費
を
充
当
）

報
告
事
項
④

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
加
藤
専
務
理
事
か
ら
次
の
通
り

説
明
が
あ
り
、
続
い
て
大
塚
委
員
長
よ
り

補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

大
塚
尚
司
委
員
長

　

今
年
も
11
社
会
に
大
変
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
報
告
に
も

あ
り
ま
し
た
よ
う
に
車
両
メ
デ
ィ
ア
で
は

調
査
素
材
が
増
え
、
年
齢
も
20
歳
刻
み
か

山本委員長

栗原委員長
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ら
15
歳
刻
み
に
な
り
、
ス
テ
ッ
カ
ー
の
業

種
区
分
が
５
か
ら
８
に
増
え
ま
し
た
。
ま

だ
駅
メ
デ
ィ
ア
の
方
は
サ
ン
プ
ル
数
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
で
１
０
０
超
え
れ
ば
ま

た
資
料
が
ご
提
示
で
き
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

１
．
前
回
理
事
会（
２
０
１
７
年
12
月
７
日
）

以
降
、
会
員
社
数
の
変
更
は
な
い
。

２
．
交
通
広
告
共
通
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム

ア
ク
セ
ス
状
況
は
以
下
の
と
お
り
。

３
．
２
０
１
７
年
度
版
「
車
両
メ
デ
ィ
ア

共
通
指
標
推
定
モ
デ
ル
」
の
精
緻
化

⑴
既
存
６
パ
タ
ー
ン「
中
づ
り（
一
般
）」「
中

づ
り
（
出
版
）」「
ま
ど
上
」「
ド
ア
横
」「
ス

テ
ッ
カ
ー
」「
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
素

材
数
増
に
伴
う
共
通
指
標
の
更
新
。

⑵
素
材
数
が
増
え
た
為
、性
年
令
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
、
下
記
６
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
加
え
、
全

15
に
。

「
男
性
20

－

34
才
」「
女
性
20

－

34
才
」「
男

性
35

－

49
才
」「
女
性
35

－

49
才
」「
男
性

50

－

59
才
」「
女
性
50

－

59
才
」　

以
上
６

タ
ー
ゲ
ッ
ト

⑶
「
ス
テ
ッ
カ
ー
」
の
業
種
区
分
を
５
業

種
か
ら
８
業
種
に
細
分
化

４
．
駅
メ
デ
ィ
ア
調
査
に
つ
い
て

・
調
査
対
象
ユ
ニ
ッ
ト　

駅
ポ
ス
タ
ー
、

駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
、
フ
ラ
ッ
グ
、
柱
巻
き

・
調
査
期
間　

２
０
１
７
年
８
月
～
11
月

　

11
社
局
ご
と
、
特
定
の
１
日

・
調
査
対
象　

１
都
３
県
に
居
住
す
る
15

歳
か
ら
59
歳
で
対
象
駅
ス
ポ
ッ
ト
を
通
過

し
た
者

・
サ
ン
プ
ル
数　

１
７
３
３
サ
ン
プ
ル（
各

社
局
１
駅
ス
ポ
ッ
ト
、
１
０
０
サ
ン
プ
ル

以
上
）

・
調
査
対
象
素
材
数　

62
素
材

　

調
査
対
象
素
材
数
が
少
な
い
為
、
今
年

度
も
共
通
指
標
化
を
見
送
り
、
来
年
度
以

降
の
指
標
化
を
目
指
す
。

５
．
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
案
に
つ
い
て

３
月
23
日
（
金
）
を
予
定

６
．
２
０
１
８
年
度
交
通
広
告
共
通
指
標

策
定
調
査
に
つ
い
て

車
両
メ
デ
ィ
ア
、
駅
メ
デ
ィ
ア
と
も
調
査

は
継
続
す
る
。

⑴
車
両
メ
デ
ィ
ア
調
査

・
本
年
同
様
の
調
査
手
法
を
用
い
継
続
調
査
。

調
査
期
間　

２
０
１
８
年
３
月
～
７
月

１
社
局
の
調
査
を
３
日
間

・
翌
年
度
に
６
パ
タ
ー
ン
の
共
通
指
標
を

更
新

・
付
帯
調
査
項
目

①
車
内
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
意
識

②
車
内
ビ
ジ
ョ
ン
視
聴
意
向

③
表
現
手
法
別
車
内
ビ
ジ
ョ
ン
視
聴
意
向

④
乗
車
時
間
別
車
内
ス
マ
ホ
利
用
割
合

⑵
駅
メ
デ
ィ
ア
調
査

・
調
査
期
間　

２
０
１
８
年
８
月
～
10
月

　

11
社
局
ご
と
、
特
定
の
１
日

・
調
査
対
象　

１
都
３
県
に
居
住
す
る
15

歳
か
ら
59
歳
で
対
象
駅
ス
ポ
ッ
ト
を
通
過

し
た
者

・
サ
ン
プ
ル
数　

１
１
０
０
サ
ン
プ
ル

（
各
社
局
１
駅
ス
ポ
ッ
ト
、
１
０
０
サ
ン
プ

ル
以
上
）

・
調
査
対
象
ユ
ニ
ッ
ト　

駅
ポ
ス
タ
ー
、
サ

イ
ネ
ー
ジ
、
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
、
柱
巻
き
等

・
付
帯
調
査
項
目
案

＊
現
在
交
通
広
告
共
通
指
標
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
検
討
中

⑶
調
査
費
用

車
両
メ
デ
ィ
ア
、
駅
メ
デ
ィ
ア
調
査
で
、

１
社
局
あ
た
り
約
２
０
０
万
円
を
予
定
。

　

以
上
を
も
っ
て
今
木
議
長
は
、
15
時
55

分
「
２
０
１
７
年
度 

第
３
回
理
事
会
」
の

閉
会
を
宣
言
し
議
事
が
終
了
し
た
。

委
員
会
便
り

技
術
開
発
委
員
会

「
情
報
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

〇
技
術
開
発
委
員
会 

情
報
交
換
会

２
月
16
日
（
金
）

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

10
階　

大
会
議
室

14
時
00
分
～
17
時
00
分　

参
加
者
１
０
５
名

・
開
会
挨
拶

　

技
術
開
発
委
員
会
委
員
長　

山
本 

章
義

大塚委員長

開会のあいさつをする山本委員長
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技
術
開
発
委
員
会　

事
務
局　

土
屋 

樹
一

17
時
00
分　

閉
会
挨
拶

技
術
開
発
委
員
会
副
委
員
長　

望
月 

敏
弘

（
敬
称
略
）

　
「
技
術
開
発
委
員
会
」
お
よ
び
委
員
会
の

活
動
計
画
を
効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
す

る
た
め
に
設
置
し
た
有
識
者
に
よ
る
「
技

術
商
品
開
発
研
究
会
」
に
つ
い
て
報
告
。

１
．
技
術
商
品
開
発
研
究
会

第
１
回　

２
０
１
７
年
12
月
１
日（
金
）

第
２
回　

２
０
１
８
年
１
月
19
日（
金
）

⑴
情
報
交
換
会
の
開
催
テ
ー
マ
及
び
講
演

者
の
決
定
を
行
っ
た
。

⑵
昨
今
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
最
新
技
術
の
状
況
、

交
通
広
告
を
取
り
巻
く
状
況
を
検
証
し
、

駅
等
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
や
広
告
の
効

果
的
事
例
を
具
体
的
に
抽
出
し
議
論
し
た
。

⑶
２
０
１
８
年
度
活
動
方
針
案
の
策
定
を

行
っ
た
。

14
時
05
分
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
の

展
開
事
例
と
交
通
広
告
に
お
け
る
可
能
性
」

㈱
電
通　

神
内 

一
郎
氏

15
時
05
分
「
デ
ジ
タ
ル
＆
ア
ナ
ロ
グ
の
優

れ
た
技
術
を
使
っ
た
Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
の

最
新
事
例
」

技
術
開
発
委
員
会　

委
員　

吉
田 

勝
広

16
時
15
分
「
海
外
に
お
け
る
交
通
広
告
等

事
例
の
紹
介
」

技
術
開
発
委
員
会　

副
委
員
長　

山
本 

孝

【
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
】

14
時
00
分　

開
会
の
挨
拶

技
術
開
発
委
員
会
委
員
長　

山
本 

章
義

電通 神内一郎氏吉田勝広氏山本孝氏

土屋樹一氏閉会の挨拶をする望月副委員長

　

本
日
は
技
術
開
発
委
員
会
の
情
報

交
換
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
４
年
後
の

２
０
２
２
年
に
は
日
本
で
鉄
道
が
誕

生
し
て
１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。
鉄

道
広
告
も
明
治
11
年
に
誕
生
し
て
い

ま
す
の
で
、
約
１
４
０
年
の
歴
史
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昔

も
今
も
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
大

切
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
い
な

が
ら
、
一
方
で
は
、
み
な
さ
ん
も
ご

承
知
の
通
り
、
最
近
は
時
代
が
急
速

に
転
換
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
も

あ
り
ま
す
。

　

１
４
０
年
続
い
て
き
た
鉄
道
広
告

の
機
能
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る

一
方
で
、
特
に
ｗ
ｅ
ｂ
と
の
関
係
を

構
築
し
て
媒
体
と
し
て
の
存
在
価
値

を
さ
ら
に
際
立
た
せ
て
い
く
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
委
員
会
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
本
日
の
講
演
を
ヒ

ン
ト
に
し
て
、
技
術
開
発
委
員
会
の

２
０
１
８
年
度
以
降
の
取
り
組
み
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
本
章
義
委
員
長
挨
拶

移転問題を抱える築地市場へ寄り道をしました。
某牛丼屋の 1 号店や、老舗の洋食店などが軒を連
ねていますが、ここら辺も豊洲へ移転するのでしょ
うか。市場の閉店時間は早いですね。14 時には
観光客もまばらで、海鮮丼はまた次回ということ
に…。皆さまの新学期の目標教えてください！

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。
　 information@j-jafra.jp

●会員社の代表者が
変更になった場合など、
変更届はホームページ

（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
用意してございますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。


